
【
主
な
事
業
】

新
幹
線
開
業
Ｐ
Ｒ
事
業

● 

Ｊ
Ｒ
提
携
Ｐ
Ｒ
事
業

　

新
幹
線
飯
山
駅
へ
多
く
の

新
幹
線
が
停
車
す
る
よ
う
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
連
携
を
深
め
る

た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
関
係
の

広
告
掲
載
、
長
野
新
幹
線
車

内
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
首
都
圏

Ｊ
Ｒ
駅（
上
野
駅
に
ポ
ス
タ
ー

掲
示
な
ど
）
へ
の
広
告
宣
伝

を
行
い
ま
す
。

● 

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　

平
成
25
年
９
月
29
日
㈰
開

催
予
定
で
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
つ
い
て
は
野
沢
温
泉
村

役
場
ス
タ
ー
ト
、
10
㌔
メ
ー

ト
ル
競
技
が
木
島
平
村
役

場
ス
タ
ー
ト
で
、
新
幹
線
飯

山
駅
前
ゴ
ー
ル
の
コ
ー
ス
設

定
と
な
り
、
参
加
者
は
今
回

１
５
０
０
人
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
年
々
参
加

者
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

● 

北
信
州
う
ま
い
も
の
市

　

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
併
せ
て
、
ゴ
ー
ル
と
な
る

「
飯
山
駅
」
に
て
北
信
州
う
ま

い
も
の
市
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
日
：
９
月
２9
日
㈰
、

場
所
：
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅

前イ
ベ
ン
ト
事
業　

● 

交
流
の
歴
史
と
鏡
展　

　

東
京
都
渋
谷
区
の
文
化
学
園

（
大
沼
理
事
長
：
飯
山
市
出
身
）

が
飯
山
市
瑞
穂
北
竜
湖
に
ス
キ
ー

場
・
ホ
テ
ル
を
開
設
し
て
か
ら
半

世
紀
を
迎
え
た
お
祝
い
と
、
飯
山

市
と
文
化
学
園
の
交
流
を
振
り
返

り
、
ま
す
ま
す
の
友
好
・
交
流
と

更
な
る
発
展
を
願
い
、
飯
山
市
と

文
化
学
園
が
共
催
で
「
鏡
」
展
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間
：
平
成
25
年
5
月
1

日
㈬
〜
6
月
16
日
㈰
、
場
所
：
飯

山
市
美
術
館
2
階

　
● 

JR
飯
山
線
イ
ベ
ン
ト
列
車

　
　
　

 

走
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　

JR
東
日
本
長
野
支
社
と
連
携

し
、
JR
の
「
び
ゅ
う
商
品
」
と
し

て
、
飯
山
線
イ
ベ
ン
ト
列
車
「
走

る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
走
ら
せ
、

飯
山
線
に
広
が
る
雄
大
な
自
然
と

豊
富
な
食
材
が
も
た
ら
す
豊
か
な

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
気
運
醸
成
を

  

新
幹
線
駅
開
業
に
向
け
て･･･
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北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
は
、
市
民
と

行
政
が
連
携
し
新
幹
線
飯
山
駅

開
業
に
向
け
て
の
市
民
意
識
の
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
開
業
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
に
、
平

成
24
年
10
月
31
日
に
発
足
し
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
度
事
業
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
、
の
ぼ
り

旗
や
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
作
製
、
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
な
ど
の
看
板

設
置
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
事
業
を
展
開
す

る
と
と
も
に
飯
山
の
四
季
の
変
化

を
活
用
し
た
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
（
冬
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
意
識
醸
成
事
業
へ

の
支
援
施
策
と
し
て
、
1
団
体
1

事
業
の
交
付
金
事
業
に
、
市
内
の

各
団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
４
団
体

が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
自
主
的
な
開
業
前
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
市
民

意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

開
業
2
年
前
の
平
成
25
年
3

月
20
日
に
は
、
長
野
県
、
信
越
9

市
町
村
連
携
会
議
、
飯
山
市
な
ど

と
共
催
で
「
新
幹
線
開
業
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、「
信
越

9
市
町
村
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
、
3
月
22
・
23

日
に
は
信
越
9
市
町
村
連
携
会

議
と
飯
山
市
が
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
大

宮
駅
に
お
い
て
、
秋
津
小
学
校
5

年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
首

都
圏
Ｐ
Ｒ
（
誘
客
宣
伝
）
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

4
月
24
日
に
は
、
市
役
所
に
て

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
に
つ
い
て
承
認
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
事
業
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
企
画
広
報
事
業
や
各

種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新

た
な
事
業
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
に
、
野
沢
温
泉
村
・
木

島
平
村
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し

た
、
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

開
催
が
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
で
は
新
幹
線
の
開
業
に

向
け
た
支
援
と
と
も
に
、
ゴ
ー
ル

付
近
に
て
北
信
州
う
ま
い
も
の
市

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
に
、
市
民
参
画
の
イ
ベ

ン
ト
が
い
っ
そ
う
拡
大
さ
れ
ま
す
。

駅
周
辺
を
中
心
に
市
街
地
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
か
ら
は
ソ
フ
ト
的
な
「
お
も
て

な
し
」
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
積
極
的
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
、
開
業
に
向
け
た
準

備
を
進
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
報
・
i
ネ
ッ
ト
な

ど
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

               

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月 １月 ２月 ３月 摘　要
企
画
広
報
事
業

イベント等推進事業
 1 団体 1事業交付金
 市内 10地区イベント

PR関連ツール作製事業

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事
業

新幹線開業 PR事業

 JR 提携 PR事業 PR「2015年春 北陸新幹線
飯山駅開業」

 「FM長野公開生放送」による PR 菜の花公園

 北信州ハーフマラソン大会※
イベント事業
○展示イベント
「交流の歴史と鏡展」 市美術館

フォトコンテスト 飯山の四季を紹介する写真の
募集、表彰

○食イベント
ＪＲ飯山線走る農家レストラン
いいやまアスパラまつり
「北信州うまいもの市」※ ハーフマラソン大会関連事業

○開業１年前イベント
試験走行記念イベント
新幹線工事等見学会
開業１年前記念イベント※

○飯山のえにし まちなか

               平成２５年度 北陸新幹線飯山駅開業イベント実行委員会事業　スケジュール

募集期間 事業実施
事業実施

作製、配布・活用

ＪＲ上野駅新幹線乗り場へのＰＲ看板掲出

トランヴェール掲載
長野新幹線車内へのPR ﾎ ｽ゚ﾀｰ掲出

5/3
9/29

5/1～6/16
「春」募集期間
「冬」
表彰式

「秋」募集期間「夏」募集期間
「夏」
表彰式

「春」
表彰式

「秋」
表彰式

6/29 2回目 3回目
5/26

9/29

鉄道運輸機構と調整の上開催
鉄道運輸機構と調整の上開催
事業内容検討・準備 中旬

市民参画による回遊性のあるまちなか観光の展開

※事業は、信越9市町村観光連携会議との連携事業

食
文
化
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
の
6
月
29
日
㈯
は
、
長
野

駅
発
着
、
森
宮
野
原
駅
折
り
返
し

で
、
駅
ご
と
（
5
駅
程
度
）
に
郷

土
食
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

● 

開
業
1
年
前
イ
ベ
ン
ト

　

冬
期
間
に
行
わ
れ
る
雪
試
験
走

行
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

ま
た
、
３
月
に
は
開
業
1
年
前
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
駅
舎
見
学
会・

内
覧
会
を
行
い
ま
す
。

● 

飯
山
の
え
に
し
（
市
民
参
画
）

　

商
店
、
飲
食
店
の
誇
れ
る
一
店

一
品
運
動
や
ま
ち
な
み
修
景
の
充

実
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
、
ま
ち

な
か
の
コ
ン
テ
ン
ツ
（
観
光
素
材
）

を
洗
い
出
し
、
ま
ち
歩
き
か
ら
回

遊
性
の
あ
る
ま
ち
な
か
観
光
を
展

開
し
ま
す
。

信越自然郷　いいやまマルシェ
“今回はアスパラまつり”開催

新幹線開業イベント

飯山の春を代表するアスパラの味をメインに
「いいやまマルシェ」を開催します。

日時：平成25年5月26日（日）　10時～14時
場所：ＪＲ飯山線飯山駅前 雪と寺の町シンボル広場
内容：◎アスパラガスの販売
　　　・アスパラ料理試食、レシピ紹介
   　　・当日限定!!特製アスパラ弁当販売
　　　・アスパラのスイーツ・ジュース
　　 ◎春の農産物の販売
　　 ◎笹餅、笹ずしなど
　　 ◎わらびなどの山菜販売
　　 ◎いいやまの特産品
　　 ◎観光コーナー（施設割引券などもあり）

ぎょうさんねく うんめ おら方のアスパラ食ってみらっせ !!

参加者受付
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今年はこんなイベントも行われました

庶務課 庶務係 ☎ 62-3111 内線 333（担当 常田）

【募集職種および人数】
　上級（行政・土木）、中級（保育士）の各職種とも若
干名を募集。
【受験資格】
　平成 25年５月１日現在、飯山市に住民登録してあ
り市内に居住（通学等のため市外に居住している方を
含む）している方。または採用後は飯山市に住所登録し、
居住を予定の方。
　□上級（行政・土木）：昭和 59年４月２日から平成
　　4年４月１日までに生まれた方で、大学卒業者ま
　　たは大学卒業見込みの方。
　□中級（保育士）：昭和 59年４月２日から平成 6年
　　４月１日までに生まれた方で、保育士資格を有し
　　県に登録済みの方、または平成 26年 3月 31日
　　までに取得する見込みで登録予定の方。
※受験できない方
　①日本国籍を有しない方
　②地方公務員法第 16条の欠格条項に該当する方
【一次試験の日時】（会場　飯山市役所）
　□期　日　７月 28日（日）（受付：午前８時 45分～）
【一次試験項目】
　□上級（行政）：教養、性格、専門（政治学、行政学、
　　憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、財政学、
　　社会政策および国際関係）、作文
　□上級（土木）：教養、性格、専門（数学・物理・応

市職員を募集します
上級（行政・土木）、中級（保育士）

平成 26年４月１日採用予定

　市では平成 26 年４月１日採用予定の市職員（上級（行政・土木）
中級（保育士））を次のとおり募集します。

　　用力学・水理学・土質工学・測量・土木計画（都
　　市計画含む）および土木施工）、作文
　□中級（保育士）：教養、性格、専門（社会福祉、児
　　童福祉、発達心理、保育原理、保育内容および保
　　健衛生）、作文
【一次試験の合格発表】
　いずれも平成 25年 8月中旬までに受験者全員に通
知します。
【二次試験】
　二次試験（口述試験、資格調査）は９月上旬に実施し、
最終合格発表は 9月下旬までに行う予定です。
【受験申し込み】
　市で交付する所定の申込書（市のホームページから
もダウンロード可能）に必要事項を記入し、自筆の履
歴書（※）を添えて市役所３階の庶務課へお持ちいた
だくか、郵送してください。
※履歴書には、必ず顔写真を貼付すること。様式はＡ
４版の市販のものでかまいませんが、学歴・職歴・免許・
資格・課外活動歴等を記載し、最終学歴欄には、必ず
学部学科（専攻）名を記入すること。
【受験票の交付】
　受験の案内とともに交付します。
【申込受付期間】
　5月 16日（木）～ 6月 14日（金）（土・日曜は除く。
郵送の場合は 6月 14日消印有効）

募集要項
飯　山　市　役　所

飯山　太郎
Tarou Iiyama

○○○部
○○○○課

飯　山　市　役　所

飯山　華子
Hanako Iiyama

○○○部
○○○○課

　行政相談委員制度は、市民の方から行政サービス
に対する苦情や意見、要望などについて、行政相談
委員を通じてお聞きし、解決や実現を図ろうとする制
度です。
　このための身近な窓口が、行政相談委員です。
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱された民間の
有識者で、飯山市では飯山地区金山の小出正明さん

飯山市を担当する行政相談委員さん

（℡62-5048）が委嘱されています。
　毎月20日（当日が土日の場合はその次の平日）に
飯山市福祉センターで開催される総合相談のほか、自
宅や電話でも相談に応じていますので、お気軽にご相
談下さい。
　なお、相談は無料で、秘密は固く守られます。

行政などへの意見や要望をお聞きします
庶務課 庶務係 ☎ 62-3111 内線 333

第30回 いいやま菜の花まつり
豪雪に耐えて咲き誇る北信州の鮮やかな黄色

日本のふるさと
いいやまフォトコンテスト「冬」

表彰式
　5月 3日、野外ステージでは新幹線開
業イベントの一つ、いいやまフォトコン
テスト「冬」の表彰が行われました。グ
ランプリに輝いた市内在住の岸田修さん
は「新幹線開
業で都市部か
ら来られる方
々に飯山の素
晴らしさを写
真で伝えられ
たら幸いです。」とあいさつされました。
（グランプリ作品は52ページに掲載して
います。）

FM長野公開生放送

　5月3日の16時から野外ステージで
新幹線開業イベントの一つである、FM
ラジオ「346 GROOVE FRIDAY!」の公
開生放送が行われました。夕方になり肌
寒くなった会場でしたが500人ほどの
人が集まり、パーソナリティの三四六さ
んとともに番組を盛り上げました。

日本のふるさと
 いいやまフォトコンテスト

作品募集中!!
「いいやまの春」をテーマに作品を募集し
ています。
募集期日：平成25年6月30日㈰まで
応募方法：飯山市ホームページ「日本の
ふるさと飯山フォトコンテスト」の応募
フォームからご応募ください。

「春」

菜の花スカイバス周遊
　

　屋根の無いオープントップバスが、
5月 3日から 5日まで、菜の花公園
発で市内を周遊しました。乗車した小
学生の男の子達は開放的な乗り心地
に「楽しかった」、「気持ちが良かった」
と話していました。保護者の方も飯山
の春を満喫できたそうです。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
彩

る
８
０
０
万
本
の
菜
の

花
も
満
開
に
な
っ
た
5

月
3
日
か
ら
5
日
の
菜

の
花
ま
つ
り
期
間
中
は
、

県
内
外
か
ら
約
3
万
人

の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
菜

の
花
公
園
か
ら
見
え
る

美
し
い
眺
望
や
、
清
々

し
い
春
の
飯
山
の
空
気

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
に
飯
山
市

制
30
年
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
た
菜
の
花
ま
つ

り
も
今
年
で
30
回
目
を

迎
え
、
古
き
良
き
伝
統

を
残
し
な
が
ら
も
、「
新

幹
線
開
業
の
年
に
つ
な

が
る
よ
う
に
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
新
幹
線
開
業

イ
ベ
ン
ト
を
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や

新
た
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
豪
雪
に
よ
り

開
花
の
遅
れ
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
例

年
よ
り
も
早
い
雪
解
け

で
菜
の
花
の
開
花
が
早
ま

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、
尿
素
な

ど
の
肥
料
を
撒
く
こ
と
に

よ
り
開
花
時
期
を
遅
ら

せ
る
こ
と
で
対
応
し
、
見

事
に
菜
の
花
ま
つ
り
期
間

中
に
満
開
の
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
に
成
功
し
た
、
地

元
「
菜
の
花
さ
か
せ
る
か

い
」
の
皆
さ
ん
は
、
自
然

を
相
手
に
ご
苦
労
さ
れ
、

春
の
飯
山
の
賑
わ
い
を
影

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。　

例
年
よ
り
も
早
い
雪
解
け
に

　
　
　
　
　
　
策
を
講
じ
て

昭和59年開催の第1回菜の花まつり
パレット祭の様子

新幹線開業イベント

新幹線開業イベント

※なお、初級職員の採用試験を９月に予定しています。　詳しくは
　広報 7月号でお知らせする予定です。
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自然共生による
新しい価値観の発信

将来都市像　自然と共生する豊かな暮らし　「技と縁のまち　飯山」
わざ  えにし

飯山の四季の美しさ
を活用したまちづくり

地域産業おこしと
若者定住

高速交通網による
交流の促進

たくましさと郷土愛を
育てる教育

子どもから高齢者まで
安心して暮らせるまち

将来都市像の実現と課題解決を目指して

「自然と共生する豊かな暮らし」 －自然共生圏－

　第5 次総合計画基本構想では、北陸新幹線飯山駅開業を
飯山市最大の好機と捉え、住みやすく、安心やゆとりが実感
できる生活を送ることができる「自然と共生した新たな価値
創造の都市」として更に発展することを目指し、新幹線開
業後の都市像と目指すべき方向性を明らかにしています。
また、この計画の策定にあたっては、第 4 次総合計画を総
括した上で、「北陸新幹線飯山駅開業」、「人口減少」、「地
域の産業振興」、「安心して住み続けられる地域づくり」を
市の課題とし、これらは、いずれも早急に対策を講じなけ
ればならない重要なものです。よって、前期基本計画はこ
れらの課題の解決と将来都市像の実現に向けた取り組みを

高度経済成長期において、我が国全体が工業化と経済成長に基
づく近代化を志向した結果、地方から大都市へと一方的に人と
資源を集中させ、都市における工業生産や輸出等によって得た
資金を地方に再配分するという枠組みによって急速に経済成長
を遂げてきました。その一方で、開発から取り残された地方では、
時代の流れとともに地域の活力となる産業が育つことなく過疎化
が進行しました。ところが近年、経済のグローバル化、人口減少、
少子高齢化の進展、大規模災害を契機としたエネルギー政策の
見直しなどによって、こうした都市集中型の社会構造は終焉を
迎えたとも考えられています。こうした時代にあって飯山市が今
後取るべき方向性として、今回の総合計画では「自然と共生す

飯山市の四季の美しさ・豊かな自然
は、大都市では決して手に入れるこ
とのできない貴重な財産です。厳し
くもかけがえのない自然環境を守り
ながら、飯山市の気候、地形、特
性などを踏まえ、人と自然とが調和
した快適で持続可能な豊かな暮ら
しを創出します。

飯山市には素晴らしい地域資源や素
材が豊富にあります。しかし、人の「技」
がなければそこから価値を生み出す
ことはできません。地域の暮らしを支
えてきた産業の技を更に磨くとともに、
新しい活用技術にチャレンジし、新た
な価値創造を目指すとともに「飯山の
ブランド」を全国に発信します。

人と人、人とモノ、地域と地域など、あらゆるつながりや
ネットワーク、関わり合いによって生み出される社会を取
り巻く様々な動きを「縁（えにし）」と捉え、新幹線によっ
て新たに結ばれる縁とともに、これまで先人が培ってきた
地域で互いに支え合う縁をまちづくりの柱として更にはぐ
くみます。地域や都市との連携、交流を進め、それぞれ
に特徴をもつ地域が相互に補完し合うことによって、「訪
れたいまち、住み続けたいまち　飯山市」をつくります。

自然との共生 技（わざ）を磨く 縁（えにし）をはぐくむ

自然共生圏と将来都市像のイメージ

具体的に進めるための計画とする必要があります。前述の
課題のうち、特に「人口減少」については、簡単に解決の
糸口が見いだせる状況にはありませんが、人口は市全体の
活力の源であり、地域の経済や存立を左右する重要な要素
であることから、住宅、移住定住、産業振興、子育てといっ
た行政分野をはじめとして人口の維持・増加に向けた取り
組みを進めていく必要があります。こうした状況を踏まえ、
本計画においては、「将来都市像の実現」を目指すための重
点的なプロジェクトと施策を定め、中長期的な展望をもち
ながら市民との協働、関係団体等との連携・協力関係の下
で施策を着実に進めていきます。

る豊かな暮らし」を将来都市像として掲げました。これは、自
然の恵みや価値を再認識し、自然の力を享受し、自然の美しさ
と調和した暮らしを目指すものであり、これまでの高度成長期の
ような都市型の成長モデルとは対極に位置するものと言えます。
私たちの飯山市は、豪雪によって守られてきた自然生態系や景
観、風土、生活の知恵、伝統文化など豊富な資源に恵まれてい
ます。北陸新幹線飯山駅が開業し、大きな転換期を迎える飯山
市は、今後この「自然との共生」を施策展開の中心に据え、自然・
社会地理的条件を踏まえた地域の特性を活かし、あらゆる資源
から価値を生み出す持続可能な「自然共生圏」の構築を目指し
ます。

協力・連携・相互補完
自然共生圏 大都市圏

飯山市第5次総合計画 
計画期間　平成25（2013）年度～平成34（2022）年度

総合計画は10年後の飯山市の将来都市像を描き、その実現に向けた方向性や目標を示した行政運営の最も基本となる計画です。

将 来 都 市 像

基本計画

実施計画

基本構想 現状や課題を踏まえて、将来都市像実現を目指し体系的で実効性のあるまちづくりの基本的方向を示す計画です。

基本構想の実現に向けて行政分野ごとの現状と課題を踏まえ施策や目標を体系的に前期、後期5年に分けて策定します。

基本計画に基づき実施される具体的な事業内容を定めます。課題やニーズに柔軟に対応しながら運用を進めます。

第5次総合計画の期間

基 本 構 想
前 期 基 本 計 画 後 期 基 本 計 画

実 施 計 画 以後　毎年３か年分見直し

平成25年度 平成34年度平成30年度

資金、人材等の提供
 ・生態系保全活動への参加
 ・社会経済的な支援
 ・観光、交流　など

・農産物、食品等の提供
・観光、癒しの場の提供
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地 区 会場名 実施日 受付時間

岡 山

温井公民館

6月 3日
（月）

9:10 ～ 9:30
羽広山多目的集会所 9:40 ～ 9:55
土倉冬期分校 10:05 ～ 10:15
柄山冬期分校 10:25 ～ 10:35
西大滝公民館 11:00 ～ 11:20
藤沢多目的集会所 11:30 ～ 12:00
岡山地区活性化センター 13:10 ～ 13:55
下境公会堂 14:10 ～ 14:20
上境多目的センター 14:30 ～ 14:50

外 様 外様地区活性化センター
6月 4日
（火）

9:00 ～ 10:30

常 盤 常盤保育園 10:50 ～ 11:50
常盤地区活性化センター 13:00 ～ 14:00

瑞 穂 柏尾研修集会施設 14:20 ～ 15:20

常 盤
小沼構造改善センター

6月 5日
（水）

9:00 ～ 10:20
大倉崎生活改善センター 10:35 ～ 11:20
戸狩コミュニティーセンター 13:00 ～ 14:00

太 田

小境多目的集会所
6月 6日
（木）

9:00 ～ 10:00
太田地区活性化センター 10:10 ～ 11:00
曽根農業生活改善センター 11:20 ～ 11:50
勤労青少年ホーム 13:00 ～ 14:00

飯 山 保健センター

6月 7日
（金）

9:00 ～ 10:30

秋 津

新田創造館 10:50 ～ 11:10
中山根集落センター 11:30 ～ 12:00
秋津地区活性化センター 13:10 ～ 14:20
いいやま人権福祉センター 14:40 ～ 15:20

木 島

安田農業生活センター

6月 10日
（月）

9:00 ～ 9:45
其綿区民センター 10:00 ～ 10:20
木島地区活性化センター 10:30 ～ 11:50
坂井多目的集会所 13:00 ～ 14:00
天神堂農業出荷センター 14:10 ～ 15:00

瑞 穂

福島農業生活改善センター

6月 11日
（火）

9:00 ～ 9:25
瑞穂保育園 9:35 ～ 10:25
関沢農業生活改善センター 10:40 ～ 11:20
小菅生活改善センター 11:35 ～ 12:00

飯 山 市ノ口公会堂 13:30 ～ 14:20
しろやま保育園 14:30 ～ 15:00

柳 原
柳原地区活性化センター

6月 12日
（水）

9:00 ～ 10:00
笹川公民館 10:15 ～ 11:00
大川交流センター 11:15 ～ 11:40

富 倉 富倉地区活性化センター 13:00 ～ 13:40
濁池防雪管理棟 13:55 ～ 14:10

柳 原 涌井公会堂 14:30 ～ 14:40

飯 山

保健センター

6月 13日
（木）

8:40 ～ 10:10
しろやま保育園 10:20 ～ 11:40
飯山市公民館 13:00 ～ 14:20
十三ケ丘公会堂 14:40 ～ 14:50
分道生活改善センター 15:10 ～ 15:20
斑尾高原　山の家 15:40 ～ 15:50

飯 山

デリシア飯山店駐車場
6月 14日
（金）

9:00 ～ 11:00
城南中学校 11:10 ～ 11:40
奈良沢公会堂 13:00 ～ 14:00
上町児童センター 14:10 ～ 15:30

（胸部レントゲン検診）（胸部レントゲン検診）
結核検診の日程
保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182

【対象者】65 歳以上　【受診料】　無料

　

飯
山
市
で
は
、
75
歳
以
上
の
方

の
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
の
保

持
の
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
人
間
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
に
な
る
方
や
、
申
請
方
法

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
対
象
者
】（
全
て
満
た
す
方
）

①
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
で

　
飯
山
市
に
住
民
登
録
の
方

②
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
飯

　
山
市
へ
提
供
で
き
る
方

③
市
が
行
っ
て
い
る
健
康
診
査
を

　
受
け
な
い
方
ま
た
は
受
け
る
予

　
定
の
な
い
方

【
補
助
金
額
】

　
１
万
５
千
円
（
１
泊
２
日
ド
ッ

ク
、日
帰
り
ド
ッ
ク
と
も
に
同
額
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▼
飯
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
人

間
ド
ッ
ク
補
助
金
交
付
申
請
書

▼
保
険
証
▼
検
査
結
果
▼
領
収

書
▼
印
鑑
▼
振
込
先
口
座（
通
帳
等
）

【
注
意
事
項
】

○
補
助
金
の
交
付
は
１
年
度
に
つ

　
き
１
回
で
す
。

○
補
助
金
の
申
請
書
等
の
必
要

　
書
類
は
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

検
査
費
用
補
助
の
お
知
ら
せ

　運動不足を感じている方、体を動かしたい方など、自分の体力
を測定し、体力アップにチャレンジしませんか。
　チャレンジ体力測定では、トレーニングマシーンなどで、下半
身の筋力・持久力、柔軟性など 13項目を測定します。また希望者
には、ゴムバンド・ボールをあっせんし、自宅でのトレーニング
方法の指導や定期的な再測定も行います。
　今年度１回目のチャレンジ体力測定にぜひご参加ください。

■測 定 日（次の３コースからお選びください。）
　Ａコース　7月 12日（金）　午後 1時 30分 ～  3 時 30分
　Ｂコース　7月 13日（土）　午前 9時 30分 ～ 11時 30分
　Ｃコース　7月 13日（土）　午後 1時 30分 ～  3 時 30分
■場　　所　飯山市保健センター（市役所前）
■測定項目
　・身長・体重・体脂肪率・腹囲・血圧・握力・内転筋力・外転筋力
　・大腿四頭筋力・持久力・長座位体前屈・ファンクショナルリーチ
　・タイムアップアンドゴー
■定　　員　各コース 12名（定員になりしだい締め切り）
■対 象 者
　18 歳以上の市民（心臓疾患を現在治療中、過去に治療された方は参加
できません。その他の疾病で治療中の方は、主治医にご相談ください）
■参 加 費　無料 (希望者には、セラバンド 500円、やわらかボー
ル 150円であっせんします )
■申込期限　7月 5日（金）までにお電話にてお申し込みください。

体力測定

 自分を知ろう！
参加者募集

体力測定

 自分を知ろう！ 自分を知ろう！

チャレンジ
保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182・187

　
平
成
25
年
度
か
ら
障
害
者
・
高
齢

者
に
や
さ
し
い
住
宅
改
良
促
進
事
業

の
対
象
者
を
次
の
と
お
り
拡
大
し
ま

し
た
。
重
度
障
害
者
お
よ
び
要
援
護

高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
た
め
住
宅
改

修
が
必
要
で
当
事
業
を
活
用
し
た
い

場
合
は
、
保
健
福
祉
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

１ 

障
害
者
等
の
要
件

【
重
度
身
体
障
害
者
】
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
以
上
の
方

②
独
居
ま
た
は
常
時
介
護
を
す
る
人

が
い
な
い
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

で
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
方

（
従
来
は
障
害
部
位
に
応
じ
て
2
級
ま

た
は
3
級
以
上
が
対
象
）

【
要
援
護
高
齢
者
】

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受

け
た
65
歳
以
上
の
方
（
従
来
と
同
じ
）

【
重
度
知
的
障
害
者
】

養
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
A
で
、
強

度
の
行
動
障
害
が
あ
る
方
（
新
規
）

2 

所
得
の
要
件

 

世
帯
の
所
得
税
合
計
額
が
8
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
（
従
来
は
市
民
税

非
課
税
世
帯
が
対
象
）

　
　
障
害
者
の
場
合
は　
保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

　
　
高
齢
者
の
場
合
は　
保
健
福
祉
課 

高
齢
者
介
護
保
険
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
５

３ 

給
付
額

 

日
常
生
活
の
機
能
向
上
、
安
全
確
保

の
た
め
、
対
象
者
が
常
時
使
用
す
る

居
室
等
を
改
良
す
る
の
に
必
要
な
経

費
の
９
割
。
た
だ
し
63
万
円
が
限
度

（
従
来
と
同
額
。
予
算
の
範
囲
内
で
の

給
付
と
な
り
ま
す
。）

４ 

そ
の
他

 

こ
の
制
度
の
利
用
は
原
則
と
し
て
１

回
限
り
と
な
り
ま
す
。
手
す
り
の
設

置
や
床
段
差
の
解
消
な
ど
軽
微
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
法
、
障

害
者
総
合
支
援
法
に
別
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

障
害
者･

高
齢
者
向
け
住
宅
改
修
促
進
事
業
の
対
象
者
を
拡
大
し
ま
し
た

美
し
い
花
で
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
４

　

今
年
で
25
年
目
を
迎
え
る
「
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
は
、
毎
年
、

各
集
落
や
学
校
、
企
業
の
皆
様
に

よ
り
植
栽
か
ら
草
取
り
ま
で
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
外
か

ら
訪
れ
た
方
に
も
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

今
年
も
左
記
の
日
時
で
花
の
植

栽
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
飯
山
市
を
彩

る
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

【
植
栽
日
】　
６
月
9
日
㈰

【
時　
間
】　
午
前
６
時
か
ら

【
花　
種
】

○
国
道
１
１
７
号
・
曙
町

　
車
道
側　
ジ
ニ
ア

　
河
川
側　
ケ
イ
ト
ウ

○
西
回
り
線

　
西　
側　
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク

　
東　
側　
ガ
イ
ラ
ル
デ
ィ
ア

市
民
の
方
か
ら
の

よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
植
栽
の
き
っ
か
け

　
昭
和
63
年
に
国
道
１
１
７
号
バ

イ
パ
ス
道
路
が
完
成
し
た
際
に
、

記
念
事
業
と
し
て
沿
線
に
花
を

植
栽
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
以

降
、
美
し
い
景
観
の
形
成
と
来
訪

者
へ
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、
花

苗
の
植
栽
や
草
取
り
等
の
管
理
を

市
民
の
皆
様
が
行
い
、
植
栽
準
備

や
水
や
り
を
行
政
が
行
う
と
い
う

協
働
事
業
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お

り
、
綺
麗
に
植
栽
さ
れ
た
花
々
に

訪
れ
た
方
が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
国
道
１
１
７

号
お
よ
び
西
回
り
線
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
延
長
7
・
5
キ
ロ
㍍
の
う

ち
、
約
4
キ
ロ
㍍
を
市
民
や
企
業

の
皆
様
が
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
長
い
距
離
を
長
い
間

取
り
組
ま
れ
て
い
る
例
は
全
国
的

に
も
珍
し
く
市
民
が
誇
れ
る
活
動

の
一つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
、
ま
だ
咲
い
て
い
る
花
を
9
月

に
な
ぜ
抜
い
て
し
ま
う
の
？

A
、
翌
年
の
4
月
下
旬
〜
5
月

上
旬
の
開
花
に
合
わ
せ
て
菜
の
花

の
種
を
ま
く
た
め
で
す
。
飯
山
の

菜
の
花
は
、野
沢
菜
の
花
で
あ
り
、

9
月
に
種
を
ま
き
、
野
沢
菜
を
越

冬
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
１
１
７
号
沿
い
の
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
を
整
備
す
る
際
に

は
、
ま
だ
咲
い
て
い
る
花
を
市
民

の
皆
様
へ
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
線
２
４
４

Q
＆
A

美
し
い
花
で
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

美
し
い
花
で
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
植
栽
の
お
知
ら
せ

6月期支給日は、6月10日です
　　
　児童手当の支給は、2月・6月・10 月の各月
に、支給月の前月分まで（4カ月分）を指定金
融機関口座に振り込みます。
 ６月は、２月から 5月分の手当が支給となり
ますので、ご確認をお願いします。

児童手当
子ども課 子育て支援係 ☎ 62-3111 内線 364

 

信
濃
川
水
系
の
川
づ
く
り
に
つ
い
て
、

               

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い 

　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備

局
で
は
、
国
が
管
理
す
る
区
間
の

河
川
整
備
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、　

千
曲
川
・
犀
川
流
域

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く

ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
住

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご

参
加
い
た
だ
き
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

■
日
時

　

5
月
24
日
（
金
）

　

18
時
30
分
〜
20
時 

■
会
場

　

飯
山
市
公
民
館　
　
　
　
　

　

  　
２
０
６
教
室

■
問
い
合
わ
せ

　
千
曲
川
河
川
事
務
所
調
査
課

　
０
２
６-

２
２
７-

９
４
３
４

千
曲
川
河
川
事
務
所 

調
査
課 

☎
０
２
６-

２
２
７-

９
４
３
４

道
路
河
川
課 

監
理
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
７
１

　信濃川　整備計画 検　索



　

飯
山
市
は
、
消
費
者
、
事
業

者
、
関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
力

し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
無
料
配
布
中

止
の
取
り
組
み
を
行
う
店
舗
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
買

い
物
に
は
必
ず
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持

参
を
お
願
い
し
ま
す
。

11 市報いいやま / 13.5 10

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
2

　4月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値
（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。

（月内に複数回測定する場所は最新の測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 4/24 小雨 １ｍ 0.07
あ き は保育園（飯山） 4/17 晴 地表 0.07
中 央 幼 稚 園（飯山） 4/17 晴 地表 0.08
め ぐ み保育園（飯山） 4/17 晴 地表 0.09
しろやま保育園（飯山） 4/17 晴 地表 0.08
秋 津 保 育 園（秋津） 4/17 晴 地表 0.08
木 島 保 育 園（木島） 4/17 晴 地表 0.08
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 4/17 晴 地表 0.07
いずみだい保育園（柳原） 4/17 晴 地表 0.08
常 盤 保 育 園（常盤） 4/17 晴 地表 0.08
と が り 保 育 園（太田） 4/17 晴 地表 0.07
しらかば保育園（岡山） 4/17 晴 地表 0.11
飯 山 小 学 校（飯山） 4/17 晴 地表 0.08
秋 津 小 学 校（秋津） 4/17 晴 地表 0.09
木 島 小 学 校（木島） 4/17 晴 地表 0.10
東 小 学 校（瑞穂） 4/17 晴 地表 0.08
泉 台 小 学 校（柳原） 4/17 晴 地表 0.07
常 盤 小 学 校（常盤） 4/17 晴 地表 0.07
戸 狩 小 学 校（太田） 4/17 晴 地表 0.07
岡 山 小 学 校（岡山） 4/17 晴 地表 0.09

〃 4/24 雲 １ｍ 0.08
城 南 中 学 校（飯山） 4/17 晴 地表 0.08
城 北 中 学 校（常盤） 4/17 晴 地表 0.09

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
お
忘
れ
な
く
！

　
お
買
い
物
の
際
に
無
料
で
配
布

さ
れ
て
い
る
「
レ
ジ
袋
」
で
す
が
、

こ
の
岳
北
地
域
を
は
じ
め
長
野
県

内
各
地
域
に
お
い
て
、
こ
の
レ
ジ

袋
の
無
料
配
布
中
止
に
向
け
た
、

消
費
者
、ス
ー
パ
ー
等
の
事
業
者
、

商
工
会
議
所
、
行
政
に
よ
る
検
討

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
２

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
金
交
付
制
度

　

市
で
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
、

も
え
る
ご
み
の
約
半
分
を
占
め
る

「
生
ご
み
」
の
減
量
を
推
進
す
る

た
め
、
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の

機
器
を
購
入
し
た
方
に
対
し
、
次

の
と
お
り
生
ご
み
処
理
器
購
入
費

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
機
種
】

　
本
体
の
購
入
額
が
１
万
円
以
上

の
処
理
容
器
で
、
環
境
衛
生
上
の

配
慮
が
さ
れ
、
安
全
性
お
よ
び
耐

久
性
に
優
れ
て
い
る
も
の
。（
電
動

式
、
手
動
式
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
等
）

【
補 

助 

額
】

　
購
入
額
の
３
分
の
１
以
内
で
最

高
１
万
５
０
０
０
円
。（
た
だ
し
、

購
入
額
が
１
万
５
０
０
０
円
未
満

の
場
合
は
一
律
５
０
０
０
円
）

【
申
請
手
続
】

　

補
助
金
申
請
書
・
補
助
金
請

求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保

証
書
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し
を

添
え
て
、
市
役
所
市
民
環
境
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ 

の 

他
】

・
１
世
帯
あ
た
り
１
台
分
ま
で
の

補
助
と
な
り
ま
す
。

・
市
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
補

助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

剪
定
枝
の
再
利
用
の
た
め
、
細
か

く
チ
ッ
プ
化
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
チ
ッ

プ
は
無
料
で
お
分
け
し
て
お
り
、

通
路
や
花
壇
等
に
敷
い
て
利
用
し

た
り
、
堆
肥
化
に
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

枝
の
搬
入
・
チ
ッ
プ
の
配
付
に

は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
希

「
剪せ

ん
て
い定

枝
」
チ
ッ
プ
化
し
ま
せ
ん
か

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
２

　
レ
ジ
袋
は
、
長
野
県
内
だ
け
で

年
間
お
よ
そ
2
億
6
千
万
枚
も

使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
原
料
と
な

る
石
油
の
節
減
や
、
製
造
・
ご
み

処
理
の
際
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
食

に
対
す
る
安
全
・
安
心
確
保
の
た

め
、
自
家
栽
培
し
た
野
菜
等
、
食

材
の
放
射
性
物
質
簡
易
測
定
（
N

ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー

放
射
能
測
定
器
に
よ
る
測
定
）
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

市
内
に
住
所
の
あ
る
方（
法
人
を
除
く
）

【
対
象
食
材
】

ご
自
身
が
食
べ
る
た
め
に
市
内
で

自
家
栽
培
、
ま
た
は
市
内
で
採
取

し
た
野
菜
等
の
食
材

【
検
査
費
用
】　　
無
料

【
検
査
申
込
】　

検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

市
役
所
市
民
環
境
課
へ
来
庁
ま
た

は
電
話
に
よ
り
、
事
前
予
約
を
お

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
2

食
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に･･･

　
　
　
　
自
家
栽
培
食
材
等
の
放
射
性
物
質
簡
易
測
定
を
行
い
ま
す

願
い
し
ま
す
。予
約
の
際
に
住
所・

氏
名
（
世
帯
主
名
）・
電
話
番
号
・

食
材
名
を
お
聞
き
し
、
検
査
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
食
材
の
持
ち
込
み
】

予
約
時
に
指
定
さ
れ
た
日
時
に
、

検
査
場
所
で
あ
る
「
い
い
や
ま
女

性
セ
ン
タ
ー
未
来
」
へ
下
処
理

（
※
）
を
し
た
上
で
食
材
を
持
ち

込
ん
で
い
た
だ
き
、
検
査
申
請
書

に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。（
食

材
は
検
査
終
了
後
お
返
し
し
ま

す
）

※
食
材
の
下
処
理

・
食
材
を
よ
く
水
洗
い
し
水
気
を

切
り
、
食
べ
ら
れ
る
部
分
の
み
を

細
か
く
刻
ん
だ
も
の
を
、
未
使
用

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
６
０
０
㌘
以
上

入
れ
て
検
査
場
所
に
持
ち
込
む
。

（
食
材
は
腐
っ
た
り
、
か
び
た
り

し
て
い
な
い
も
の
を
常
温
の
状
態

で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

【
結
果
の
通
知
】

　
検
査
結
果
は
、
原
則
、
当
日
の
う

ち
に
通
知
し
ま
す
。
※
検
査
結
果
の

証
明
書
等
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

・
１
回
の
申
し
込
み
で
検
査
を
依

頼
で
き
る
食
材
は
２
品
ま
で
と
し

ま
す
。
２
回
目
以
降
の
申
し
込
み

は
、
他
の
申
込
者
が
優
先
と
な
り

ま
す
。

・
検
査
結
果
は
、
随
時
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

・
検
査
の
結
果
、
高
い
数
値
が
出

た
場
合
は
、
県
な
ど
に
よ
る
精
密

検
査
に
ご
協
力
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

第 4回

　エコパーク寒川では施設を一般開放し、ごみに
対する認識を深めていただくため、ごみの減量・
リサイクル等をテーマにした「エコパーク寒川フェ
ア」を開催します。
　当日は、廃食用油を利用したキャンドルづくり
や石けんづくりの講習会を行うほか、ペットボト
ルを原料にした環境にやさしいエコ商品等の展示
も行います。併せて、藤沢区のご協力により、タ
ケノコや山菜の販売、タケノコ汁のサービス等も
あります。
　大勢の皆様のご来場をお待ちしております。

粗大ごみ等の臨時
受入を行います

　エコパーク寒川では、臨時的にご
みの受入を行います。
　どうぞご利用ください。

■受 入 日　6月 8日、8月 10日、
　　　　　　10月12日（各第２土曜日）
■時　　間 　午前 9時～ 11時
■注意事項　ごみの搬入にあたって
は、地域の道路などにごみが飛散・
落下しないようシートをかぶせるな
どして持ち込んでください。
　なお、エコパーク寒川への経路は
桑名川・藤沢区の生活道路を通りま
すので、安全のため区内は最徐行を
お願いします。

■日 時  ６月 16日㊐ 午前 10時～正午
■場 所  エコパーク寒川

エコパーク寒川 ☎ 69-1085

エコパーク寒川フェア

エコパーク寒川 ☎ 69-1085

  地元藤沢区からタケノコ汁のサービスも・・・

望
の
方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
搬
入
で
き
る
剪
定
枝
】

　
一
般
家
庭
の
庭
木
の
剪
定
枝（
直

径
15
㌢
以
内
、
長
さ
１
８
０
㌢
以
内
、

枝
の
最
大
幅
60
㌢
以
内
の
も
の
）

【
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

　
事
業
活
動
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ

た
木
・
枝
、
竹
類
、
つ
る
類
、
つ

た
類
、
バ
ラ
類
、
ウ
ル
シ
等

　

　

　市農林課では、ご一緒に農産物販売イベントに参加
いただける農家及び農業団体の皆様を募集しています。
　参加予定のイベントは当面、次のとおりとなっていま
す。参加ご希望の皆様には、交通費・宿泊費について
一定額の支援をしますので、それぞれのイベントの参加
申込み期日までにご連絡をお願いします。
　なお、一農家及び農業団体からの参加人員は２名まで
とします。

【参加予定イベント】
     ◇　6月 29 日、30日　　
              大阪市住之江まつり（日程：2泊 3日）　
　　　　　　⇒参加申込み期限　6月 7日
　  ◇　8月下旬
  　　　　大阪市城東まつり（日程：2泊 3日）　　
　　　　　　⇒参加申込み期限　7月 5日
　  ◇　10 月上旬
  　　　　松戸市松戸まつり（日程：1泊 2日）　　
　　　　　　⇒参加申込み期限　8月 30 日

農林課 農業振興係  ☎ 62-3111　内線 262

農産物販売イベントに
参加いただける

農家および農業団体の皆様を
募集します
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人権人権人権人権
　市では、市民の皆さん一人ひとりの人権意識を一層高めて
いただくため、「人権同和・企業人権教育講座」を下記のとお
り開催します。どなたでも無料で受講できますので、お誘い
あわせのうえ、大勢ご参加ください。

人権同和・企業人権教育講座

●会場　飯山市公民館2階　講堂
開催日時 講 座 内 容（演題・講師）

 6月 14日㊎ 
午後 4時～

　「私が出会った大切な人たち」
　　　　　　NPO法人人権センターながの

　　　事務局長　高 橋 典 男  さん　

 7 月 2日㊋ 
午後 4時～

　「メディアから見た男女共同参画」
　　　　元信濃毎日新聞　論説委員　　三 島 利 徳 さん　

 7 月 30日㊋ 
午後 4時～

　「仕事と育児のハッピーバランス」
　　　　～パパの笑顔が社会を変える～
　　　　　　NPO法人ファザーリングジャパン
　　　　　　　　　　　　代表理事　吉 田 大 樹  さん　

 8 月 7日㊌
午後 4時～

　「ネットと人権」
　　　　　　 NPO法人マザーポート・IT ながの 

　　　理事　南 澤 信 之  さん　

 9 月 6日㊎ 
午後 4時～

　「バリアオーバーコミニュケーション」
　　　　　  明治大学・立教大学 講師　堀 越 喜 晴 さん

10 月 1日㊋ 
午後 4時～

　「『高齢者の人権』あなたもいずれ、高齢者の仲間入り」
　　　　　　　　　　　総合福祉施設 須坂やすらぎの園 

　　　総括施設長　大 島 順 道  さん　

育てよう一人ひとりの人権意識人
権
を
通
じ
て
幸
せ
な
社
会
づ
く
り
を
推
進

 

人
権
同
和
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
さ
ん
を
紹
介

　

平
成
25
年
度
人
権
同
和
男
女

共
同
参
画
地
域
推
進
員
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

推
進
員
の
皆
さ
ん
は
、
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
尊
重
し
、
幸
せ
な

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
人
権
に
関

す
る
教
育
・
啓
発
お
よ
び
男
女
共

同
参
画
の
推
進
活
動
を
地
域
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年
度

も
、
推
進
員
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

人
権
同
和
男
女
共
同

　
参
画
地
域
推
進
員

【
会　

長
】

　

常
盤
井
智
海
（
戸　

狩
）

【
副
会
長
】

　

廣  

陽 

子
（
羽
広
山
）

　

荻 

原 

洋 

子
（
県
町
）

   

平
瀬
建
司
（
本
町
）

　

小
川
恵
一
（
市
ノ
口
）

　

髙
橋
く
に
子
（
中
町
）

　

松
村
き
よ
子
（
秋
津
中
央

）

小
林
茂
美
（
野
坂
田
）

小
池
孝
夫
（
上
新
田
）

丸
山
富
治
（
福
島
）

岩
松
義
雄
（
針
田
）

武
田
武
夫
（
笹
川
）

木
幡
喜
美
子
（
南
条
）

阿
部
武
夫
（
中
谷
）

服
部
優
一
（
尾
崎
）

平
井
悦
子
（
顔
戸
）

常
盤
井
智
行
（
小
沼
）

丸
山
文
夫
（
小
境
）

大
口
千
春
（
北
条
）

畠
山
辰
男
（
藤
沢
）

人権政策課 人権同和係 ☎ 62-3111 内線 371

　

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

　
　
　
　
　
　
　

施
行
さ
れ
た
日
で
す

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

昭
和
24
年
6
月
1
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

　

人
権
は
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
お
く
る
上
で
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
す
べ
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
6
月
1
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と
も

に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努

め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま

す
。

飯
山
市
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

講  座  名 講    師 実  施  日 定　員　等

書道教室 全日本書芸文化院 理事
　　　　　小橋 清玄 さん

毎月第2・第4週の木曜日
午後7：30～9：30 定員１５人

折り紙教室（全５回）
リハビリや脳のトレーニングに

折り紙講師
　　　　  町田 たつ江さん

6月～10月　第3火曜日
午後1：30～3：30 定員１０人

飯山の歴史と文化財を学ぶ 学習支援課長　望月 静雄さん 7月19日（月） 午後1：30～3：30 定員１５人
夏休み子ども教室
　・手品で遊ぼう

東京マジック協会会員
                上倉 章夫 さん 7月29日（月） 午後1：30～3：30 定員２０人

材料費100円
料理教室（雪国の豊かな食文化を再発見！）

飯山食文化の会 ①8月  6日（火）　午後1：30～3：30
②11月13日（水）　午後1：30～3：30

定員各１５人
食材費実費　①日々のおやつ

　②お祝いのもてなし料理
防災研修会
　・地域の防災を考えよう 飯山消防署員 9月3日（火）　午後1：30～3：30 定員２０人

健康教室（全３回）
　①転倒予防体操
　②正しいウォーキングの仕方
　③感染予防のお話

飯山赤十字病院 出前講座
理学療法士
薬剤師

①9月11日（水）　午後1：30～3：00
②10月8日（火）　午後1：30～3：00
③11月6日（水）　午後1：30～2：30

定員各１５人

人権学習会・・・テーマ：同和問題
　・演題『知る・わかる・行う』

NPO法人 人権センターながの
                   塚田 智彦さん 9月25日（水） 午後1：30～3：30 定員３０人

　交流のなかで人権についてあらためて考えてみませんか

「地域住民交流講座」 受講生募集 全ての人の人権が尊重される社会の実現をめざし、潤いと
生きがいのある社会を築くことを目的とした交流活動です。
多くの皆さんの受講をお待ちしています。全講座「いいやま人権福祉センター」が会場です。

関　

保
典

小
林
友
子

江
尻
ふ
さ
子

髙 

橋 

英
樹

滝 

沢 

周 

一

水
野
敏
子

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
特
設
相
談
所
が
設
け
ら
れ
ま
す

　　

右
記
の
人
権
擁
護
委
員
が
差
別
、

虐
待
、い
じ
め
な
ど
に
関
す
る
問
題
、

家
庭
内
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
、
隣
近
所
の
も
め
事
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
問
題
、
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
問
題
な

ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
お
困
り

の
こ
と
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
相
談
は
無
料
・
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。）

日
時 

平
成
25
年
5
月
31
日
（
金
）

　
　

 

午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

　
　

              

（
予
約
は
不
要
）

場
所 

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

　　　　

　
　飯山市では「全市公園化構想」飯山市景観形成基本計
画を推進する一環として「いいやま景観賞」を設け、優れ
た景観づくりに貢献した個人や団体を表彰してきました。
　今年もあなたの周りの、景観に配慮された建築物やお庭、
創作などたくさんのご応募をお待ちしております。

応募要件　
　自然や風景と調和した建築物や景観づくりのための緑化
　（花壇づくりなど）活動、魅力のある景観の創出や飯山ら
　しい景観の保全活動など
応募方法　
　所定の応募用紙（各地区活性化センターもしくは飯山市　
　HPからダウンロード）をまちづくり課までお送りください。

－　平成25年度 いいやま景観賞　－

応募期間　平成25年10月11日まで（期間中、随時募集）
審　　査　いいやま景観賞選考委員による現地審査
表　　彰　平成25年10月下旬から11月中旬に開
　　　　　催予定の飯山市景観シンポジウムにて表
　　　　　彰します。

◇　受講のお申し込みは、いいやま人権福祉センター☎81-3101へお願いします。　◇　定員になり次第締め切ります。

いいやま人権福祉センターでは、人権に関して困っていること、心配していることの相談を受ける窓口になっています。
人権問題（同和問題、外国人、女性、子ども、高齢者、障がいのある人など）がありましたら、ご相談ください。
【受付時間　月曜日～金曜日（年末年始・祝祭日は除く）午前8時30分～午後5時15分】

人権相談の窓口

すてきな景観を募集します
（建築物・庭・花壇・活動団体など）

詳しくは飯山市ＨＰをご覧ください。 http://www.city.iiyama.nagano.jp

まちづくり課 まち並整備係  ☎ 62-3111 内線243
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　市では家庭内での子育てや高齢者介護など世代間で支え
合っていただこうと、親等と同居するための住宅の新築・増
築で借り入れる資金の利子の一部を補給する「三世代等同居
住宅建設支援事業」を行っています。

■支援の内容
　親等と同居しようとする（している）方がその
住宅を新築または増築するために資金を借り入れ
た場合に、その借入金利子の一部を補給します。
■対　象　者
　平成 26年 3月 31日までの間に、市内に住宅を新築・増築する
ために資金を借入し、親等と同居する方。
※親等とは 60歳以上となる父母・祖父母等の親族をいいます。
※同居する親等が住宅を新築・増築する場合は対象となりません。
■利子補給額
　借入金額（補助対象限度額 1,500 万円）の年１％相当額
■利子補給期間
　借入当初から 3年間

　市では家庭内での子育てや高齢者介護など世代間で支え
三世代等同居住宅建設支援事業

　「空き家バンク」制度は、市内の使用されていな
い住宅・宅地等を所有者の方から登録をしていただ
き、物件の購入・賃借を希望する方々へ、市から空
き家情報を提供するものです。

①賃貸・売却物件の登録
　「空き家バンク登録申込書」へ必要事項を記入のうえ、
市役所いいやま住んでみません課へ提出してください。

②現地確認　市担当者と宅建協会担当者が現地調査。

③空き家情報の提供
　調査の結果、適正な物件と認められると空き家バンクに
登録され、ホームページ・市窓口で情報提供を行います。

④物件の交渉　物件の申し込みがあると宅建協会の仲介
により交渉（法律に基づく仲介手数料がかかります）

「空き家バンク」制度のご活用を

「空き家バンク」への空き家情報登録の流れ

①　個人住宅建設への支援

②　中古住宅購入への支援

飯山市移住 ･ 定住支援住宅建設促進事業

築で借り入れる資金の利子の一部を補給する「三世代等同居

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

（
申
請
者
の
持
ち
家
に
限
る
）

◇
専
用
住
宅

◇
併
用
住
宅
で
居
住
部
分
面
積

が
全
体
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

占
め
る
も
の

【
対
象
と
な
る
融
雪
装
置
】

◇
不
凍
液
や
温
水
な
ど
（
地
下
水

を
利
用
す
る
も
の
は
対
象
外
）
の

循
環
方
式
や
電
熱
式
な
ど
に
よ
る

装
置

※
融
雪
装
置
は
新
築
時
の
設
置
、

増
改
築
時
の
設
置
い
ず
れ
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
世
帯
】

（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
）

①
55
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
、

ま
た
は
母
子
・
父
子
家
庭
世
帯
、

も
し
く
は
生
計
の
中
心
の
方
が
障

害
者
の
世
帯

②
飯
山
市
に
住
所
が
あ
る
方

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

④
過
去
に
屋
根
融
雪
工
事
や
住
宅

取
得
費
用
等
に
対
し
、
市
か
ら
補

助
金
を
受
け
て
い
な
い
方

【
補
助
金
額
】

　

融
雪
装
置
設
置
費
用
の
10
分

の
１
以
内
（
上
限
30
万
円
）

【
申
請
受
付
締
め
切
り
】

　
平
成
25
年
12
月
25
日

高
齢
者
世
帯
や
弱
者
世
帯
が
対
象

 

住
宅
屋
根
の
融
雪
化
工
事
補
助
制
度

い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課 
住
宅
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
５
2

　

飯
山
市
で
は
高
齢
者
等
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
雪

下
ろ
し
作
業
の
負
担
軽
減
や
、
転
落
事
故
の
防
止
を

図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
住
宅
屋
根
の
融
雪
化
費
用

に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
場
合
に
は
着
工
前
に
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
事
前
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
要
件
に
該
当
す
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●例２「工事費が350万円のとき」
（計算式）350万円×10分の１＝35万円
⇒補助金額は限度額の30万円

●例１「工事費が200万円のとき」
（計算式）200万円×10分の１＝20万円
⇒補助金額は20万円

補助金の計算例

いいやま住んでみません課 移住定住係 ☎ 62-3111 内線 252

建設促進事業

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と
い
い
や
ま

い
い
や
ま
にに

住住住住住住住住住住
むむ

　
四
季
折
々
に
美
し
い
情
景
を
見
せ
る
日
本

の
ふ
る
さ
と
飯
山
市
。

　
市
で
は
、
飯
山
市
に
移
り
住
ん
で
い
た
だ

く
方
や
三
世
代
等
の
同
居
を
考
え
て
い
る
方

を
対
象
に
、
補
助
金
の
交
付
や
利
子
補
給
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
空
き
家
バ

ン
ク
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
定
住
人
口
の

増
加
と
ふ
る
さ
と
回
帰
に
よ
る
定
住
対
策
、

ま
た
住
宅
建
設
に
よ
る
民
間
事
業
者
の
経
済

活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ

ん
課
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＜支援の対象となる建設条件＞
上下水道整備区域内にある飯山市土地開発公社用地または民有地であっ
て、かつ市長が認めた区域にある土地であること。

■対 象 者　建設年度に夫婦のいずれかが 40歳未満または 20歳未満の子　
どもと同居する夫婦で次の①～②のいずれかに該当する家庭
　①市外から新たに転入しようとする夫婦
　②市外から転入して３年以内で、現在賃貸住宅に居住している夫婦
【補助金額】
◇土地開発公社住宅分譲地に市内業者請負で建設の場合
　１５０万円（市内建設業者請負でない場合 120 万円）
◇民有地に市内業者請負で建設の場合
　１００万円（市内建設業者請負でない場合 80万円）
■補助対象期間
　平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日に建設（完成）した住宅

■対 象 者　定住を目的として中古住宅を取得する方で、次の①～②のい　
　　　　　　ずれかに該当する方
　①市外から新たに転入しようとする方
　②市外から転入して３年以内で、現在賃貸住宅に居住している方
【補助金額】
◇住宅購入年度に夫婦のいずれかが40歳未満、または20歳未満の子どもと
　同居する夫婦
　購入および改修費用の1/2以内の額で最大80万円
◇上記以外の方
　購入および改修費用の1/2以内の額で最大40万円
■補助金の交付対象期間
　平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日までに購入した住宅

い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課 

住
宅
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
５
2

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
工
事
補
助
金
の
希
望
者
を
募
集

 　
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
限
度
額
が
60
万
円
か
ら
90
万
円
に
拡
大
さ
れ
ま
す

【
耐
震
診
断 

… 

無
料
】

  

市
で
は
、
地
震
に
対
す
る
住
宅

の
安
全
性
に
関
す
る
意
識
の
啓
発

を
図
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
診
断

を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
り
ま
す
。

診
断
方
法
は
、
簡
易
診
断
と
精
密

診
断
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
無
料
で

す
。（
申
請
締
切
は
7
月
20
日
）

  

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

は
、
既
存
木
造
住
宅
で
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
す
。

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

　

着
工
さ
れ
た
住
宅

②
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

③
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の

　

個
人
所
有
の
住
宅

【
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
金 

　
　
… 

補
助
限
度
額
を
拡
充
】

　

精
密
診
断
で
危
険
住
宅
と
判

断
さ
れ
、
耐
震
補
強
工
事
を
行

う
こ
と
で
安
全
性
が
高
ま
る
場

合
、
工
事
費
の
2
分
の
1
以
内

限
度
額
90
万
円
の
補
助
金
が
あ

り
ま
す
。（
申
請
締
切
は
１0
月
20

日
）

　

耐
震
補
強
工
事
の
補
助
対
象

者
等
は
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
も
の
で
す
。

①
精
密
診
断
の
結
果
で
耐
震
工

　
事
補
助
の
評
点
に
達
し
た
住
宅

②
給
与
収
入
の
み
の
方
1
４
4
２

　

万
円
以
下
、
そ
の
他
の
所
得
の

　

方
1
２
0
０
万
円
以
下
の
方

③
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

④
昭
和
56
年
6
月
1
日
以
降
に

　

増
築
し
て
い
な
い
住
宅

いいやまで暮らそう
住宅地 好評分譲中 !!

分譲価格を最大15㌫引き下げました
　
　現在市内では、景気低迷などの影響により地価の
下落が続いています。これに伴い飯山市土地開発公
社では、最大 15㌫の分譲住宅地の価格引き下げを平
成 25年 3月 1日に行いました。
　これから住宅建設をお考えの方、市内への移住を
お考えの方は、ぜひこの機会に分譲住宅地の購入を
ご検討ください。詳しくは飯山市土地開発公社にご
連絡いただくか飯山市ホームページをご覧ください。

【対象住宅地】
  上新田住宅地（木島）　大深住宅地（太田）
  秋津中央団地（秋津）   緑ヶ丘住宅地（飯山・上倉）
  西倉団地（飯山・上倉）

飯山市土地開発公社 ☎ 62-3111 内線 251

夢のマイホームを自然豊かないいやまの分譲住宅地でいかがですか？

　飯山市　土地開発 検　索
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　季節はずれの積雪により 2日目の針湖池外周コースでの
競技はすべて中止となってしまいましたが、1日目は信濃
平の民宿街からスタートし、鷹落山の山頂がゴールのヒル
クライム競技が開催されました。
　この日は時折、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
肌寒い風も吹き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ましたが、太陽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の光が心地よく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
飯山の春らしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
爽やかな日和の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中で、参加され　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
た 52名の選手達　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
が熱戦を繰り広　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
げました。
　全長 5.7km、標高差 484 ｍの登り坂を、懸命に進んでい
く選手達の表情がたいへん印象的でした。

　季節はずれの積雪により

通信
月
刊

　五分咲きの城山の桜が春の訪れを告げた 4月 19 日、市
内 107 区の区長さんをはじめ来賓の皆さん、行政関係者が
一堂に会し、平成 25年度飯山市区長総会が飯山市民会館で
開催されました。
　総会の冒頭で足立市長は、「飯山市長年の夢、新幹線飯山
駅開業まで 2年をきり、今後は駅合築施設の建設が始まり、
駅の全容が見えてくる。また駅西の駐車場、仮称飯山ぷら
ざなどの駅周辺施設の整備や中央橋、斑尾線の建設も行わ
れ、大型事業が続くところではあるが、地域の課題にも細
やかに対応していきたい。」と話し、区長の皆さんに地域の
方々と行政とをつなぐ大切な歯車としての協力をお願いし
ました。
　総会では平成 25年度予算および事業の説明が行われたほ
か、北陸新幹線で新たにできる飯山駅から金沢駅までの紹
介や CGを駆使し、スクリーン上で新幹線飯山駅見学体験
なども行われました。
　また協議事項として市内の区長会から新幹線に関わる課
題 5件と通学路の安全対策に関わる課題 1件が提議され、
足立市長はそれぞれの課題について答弁を行いました。
　総会の最後には、「新幹線飯山駅の利便性の確保と充実に
向けての決議」「（有）飯山堆肥センターの操業再開への抗
議と今後の行政の監視・指導の徹底に関する決議」が全員
一致で採択されました。

　4月 20 日、太田地区五束の建御方富命彦神別神社周辺で
毎年恒例となったカタクリ観察会が行われ、市内外から老
若男女 50人ほどの皆さんが参加されました。参加者の皆さ  
                                        んは “ カタクリの道 ”のコー
                                        スを約 1時間、地元ガイドの
                                        説明を聞きながらゆっくりと
                                        進み、カタクリや春の山野草
                                        を観察していました。
　                                        

北陸新幹線飯山駅の利便性などについて決議
 平成 25 年度 飯山市区長総会 開催

4 月 19日　飯山市民会館 

飯山の爽やかな風のなかの熱戦
 菜の花サイクルロードレース開催

4 月 20日　旧信濃平スキー場周辺

薄紫色が春を彩る
 五束カタクリ観察会が行われました

4 月 20日　飯山市太田地区五束 

　観察の後は、この観察会を
企画する「五束活性化委員会」
で昨年、棚田再生事業により
収穫した無農薬米の焼きおに
ぎりが振舞われ、参加者の皆
さんは地元産のお米を味わっ
て満足されていました。

　

   飯山北高等学校 ☎ 62-4175 

飯山北高等学校 第１回公開授業のご案内

  平成22年度に文部科学省よりSSH（スーパー
サイエンスハイスクール）の指定を受けた飯山
北高等学校では、特色ある授業風景を、日頃
からお世話になっている市民の皆さんにご覧い
ただきたく、右記の日程で公開授業を行います。
お申込みの必要はありませんが、来校時には受
付をお願いします。公開時間内であればいつお
越しいただいても構いません。この機会にぜひ
足をお運びください。

期  日　平成 25年 5月 25日（土）　（45分授業）
日  程   SHR　     8 : 40  ～  8 : 50
           1時限　   8 : 55  ～  9 : 40
           ２時限      9 : 50  ～10 : 35
           ３時限    10 : 45  ～ 11 : 30
       清掃・昼休み（第２体育館準備）
                     11：30　～　12：20
       課題研究発表会（第２体育館）
                     12：30　～　13：10  
 （これ以降はPTA総会などが実施され，非公開となります）

　
平
成
25
年
度
の
飯
山
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

各
地
区
育
成
会
長
と
、
飯
山
市
青
少
年
育
成
補
導
員
の

み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

両
会
の
み
な
さ
ん
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
、

日
々
積
極
的
に
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
本

年
度
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
市
役
員

　

会　

長　

関
谷
公
典

　

副
会
長　

春
日
徹
矢

　

副
会
長　

小
市
裕
次

■
各
地
区
会
長

　
飯
山
地
区　

江
口
正
広

　
秋
津
地
区　

松
永
哲
也

　
木
島
地
区　

山 

﨑　

  

博

　
瑞
穂
地
区　

藤
本
英
喜

　
柳
原
地
区　

丸
山
俊
一

　
富
倉
地
区　

丸
山
富
夫

　
外
様
地
区　

春
日
徹
矢

　
常
盤
地
区　

小
市
裕
次

　
太
田
地
区　

小
野
沢
崇

　
岡
山
地
区　
久
保
田
直
也

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
役
員
、

青
少
年
育
成
補
導
員
の
皆
さ
ん

【
飯
山
小
学
校
区
１
班
】

○
千
坂
経
悦
（
曙
町
）

　

足
立
富
夫
（
新
町
）

　

正
治
睦
子
（
鉄
砲
町
）

　

山
本
順
一
（
金
山
）

　
斯
波
洋
二
郎
（
斑
尾
）

　

石
沢
倫
雄
（
飯
山
小
）

　

山
﨑
輝
昭
（
城
南
中
）

　

田
中
秀
人
（
飯
山
高
）

【
飯
山
小
学
校
区
２
班
】

○
山
田
冬
彦
（
市
ノ
口
）

　

久
保
田
悍
（
福
寿
町
）

　

小
林
隆
一
（
神
明
町
）

　

小
林
広
志
（
北
町
）

　

平
田
久
貴
（
飯
山
小
）

　
桐
原
さ
や
か
（
城
南
中
）

　

永
江
文
樹（
飯
山
北
高
）

【
秋
津
小
学
校
区
班
】

○
田
中
秀
穂
（
大
久
保
）

　
森
山
真
理
子
（
中
山
根
）

　

清
水
俊
文（
茂
右
エ
門
新
田

）

　

西
澤
直
人
（
北
畑
）

　

大
口
義
人
（
秋
津
小
）

　

冨
田　

武
（
城
南
中
）

　

原
田　

泰
（
飯
山
高
）

【
木
島
小
学
校
区
班
】

○
渡
辺
宏
樹
（
山
岸
）

　

内
堀
利
治
（
安
田
）

　

高
橋
彰
一
（
下
木
島
）

　

丸
山
博
春
（
天
神
堂
）

　
山
田
ひ
か
り
（
木
島
小
）

　

江
守
義
和
（
城
南
中
）

【
東
小
学
校
区
班
】

○
丸
山
正
広
（
福
島
）

　
村
越
知
恵
美
（
富
田
）

　

宮
澤
千
早
（
神
戸
）

　
米
持
美
知
代
（
関
沢
）

　

桜
井　

孝
（
東
小
）

　

中
澤
真
一
（
城
北
中
）

【
泉
台
小
学
校
区
班
】

○
飯
澤
達
也
（
尾
崎
）

　

岸
田　

守
（
藤
ノ
木
）

　

岸
田
晃
一
（
山
口
）

　

石
野　

浩
（
泉
台
小
）

　

中
澤
真
一
（
城
北
中
）

【
常
盤
小
学
校
区
班
】

○
丸
山
聖
治
（
大
倉
崎
）

　

平
野
一
広
（
大
池
）

　

油
科　

学
（
上
野
）

　

大
熊
啓
資
（
小
沼
）

　

市
川
亮
子
（
常
盤
小
）

　

仲
條
正
士
（
城
北
中
）

【
戸
狩
小
学
校
区
班
】

○
江
沢
美
絵
子
（
五
荷
）

　
小
林
え
つ
子
（
柏
尾
）

　

石
田
リ
カ
（
小
泉
）

　
足
立
め
ぐ
み
（
大
深
）

　

高
橋
敏
泰
（
温
井
）

　

荻
原
章
一
（
戸
狩
小
）

　

水
野　

力
（
城
北
中
）

　

伊
藤
栄
一（
飯
山
北
高
）

【
岡
山
小
学
校
区
班
】

○
小
田
切
豊
（
桑
名
川
）

　

月
岡
靖
隆
（
藤
沢
）

　

大
口
和
彦
（
岡
山
小
）

　

仲
條
正
士
（
城
北
中
）

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
５
２

飯
山
市
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
（
24
・
25
年
度
期
）

飯
山
市
青
少
年
育
成

補
導
員
会（
25・26
年
度
期
）

■
市
役
員

　

会　

長　
田
中
秀
穂

　

副
会
長　
江
沢
美
絵
子

　

副
会
長　
小
田
切
豊

■
各
小
学
校
区
補
導
員

（
○
印
は
班
長
）

　
４
月
24
日
（
水
）
飯
山
市
役
所

に
お
い
て
、
飯
山
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
25
年
度
の
体
制
が
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
委
員
長

　

大
口
英
一
（
太
田
・
北
条
）

▼
同
職
務
代
理
者

　

阿
部
紀
雄
（
飯
山
・
田
町
）

▼
委　

員

　

飯
島
秀
夫
（
木
島
・
上
新
田
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
り

審
査
の
申
し
出
を
し
た
場
合
に
、

こ
れ
を
審
査
決
定
す
る
機
関
で

す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
新
体
制委員長

大口英一 さん

 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
振
興
事
業

茎
枯
病
対
策
の
雨
よ
け
施
設
設
置
を
補
助

　

市
で
は
、
茎
枯
病
の
発
生
に
よ

り
、
生
産
量
・
販
売
額
が
著
し
く

落
ち
込
ん
で
い
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

に
つ
い
て
、
そ
の
予
防
対
策
と
し

て
「
雨
よ
け
施
設
」
の
設
置
補
助

事
業
を
行
い
、
意
欲
あ
る
農
家
を

支
援
し
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農

林
課
農
業
振
興
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
の
上
、
申
請
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
事
業
内
容

　
雨
よ
け
施
設
の
設
置

■
対
象
地
域　
飯
山
市
管
内

■
補 
助 

額　
雨
よ
け
施
設
１
㌃

当
た
り
５
万
円
以
内
（
最
小
対
象

面
積
０
．
５
㌃
）

■
申
請
締
切

　
平
成
25
年
８
月
30
日

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３
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みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野
広域情報 みゆき野みゆき野みゆき野
広域情報かわら版みゆき野    今年度の木島平米の豊作を祈って

　『農作祈願まつり』開催!　

雪萌え山菜販売します
『第 6回 春の山菜まつり』開催 !!

野　沢
温泉村

 栄
　  村

『SUZUKI X-adventure トレイルシリーズ　SALOMON The 4100 D
マウンテントレイル in 野沢温泉』開催！！

  栄村の新鮮な山菜を販売する『春の山菜まつり』が開催されま
す。栄村では、雪の下でじっと春を待っていた山菜が、雪解けと
同時に一気に芽吹き出します。この山菜を“雪萌え山菜”と呼ん
でいます。
　当日は、やわらかくて
おいしいと評判の“雪萌
え山菜 ”をたくさん揃え、
皆様のご来場をお待ちし
ております。たけのこ汁
の無料サービスもありま
すよ。
◇日時　6月9日（日）午前8時から　（売切れ次第終了）
◇会場　栄村 村民広場（栄村役場）
◇内容　こごみ・わらび・うど・ネマガリダケ・ギョウジャニ　
　　　　ンニクなどの雪萌え山菜や加工品などの販売
【問合せ先】栄村役場産業建設課 産業振興係 ☎ 0269-87-3111

木 島
平 村

◇日時　５月25日（土）午前９時から
◇会場　大塚沖（根塚東側）
◇問い合わせ　木島平村観光協会　電話82-2800

  稲作体験を通じて、おいしい木島平米をＰＲする「うんめぇ米づくり」が今年度も年間を通して行われます。
  第１段の『豊作祈願まつり』では、神事・巫女の舞の豊作祈願と、農林高校の木曽馬による代かき、早乙女姿
になっての田植え体験を行うほか、煮物・おにぎりのサービスや特産品の販売も行われます。また、ごはんをテー
マにしたポスターを田んぼに展示する『信州田んぼギャラリー2013』も併せて開催します。のどかな農村風景
をご覧にぜひお越しください。

◆申込・問い合わせ　（有）エクストレモ　TEL：03-5610-0638
http://www.salomon-trail.com/nozawaonnsen/index.html

  7月13日（土）～15日（月・祝）に『SUZUKI X-adventure 
トレイルシリーズSALOMON The 4100 Dマウンテントレイル 
in 野沢温泉』が今年も開催されます。
  湯けむり、湖、ブナ林、花畑などコースバリエーションに富んだ、
標高差４１００ｍ、全長６５ｋｍ、制限時間２０時間、日本屈指の
難関コースにチャレンジしてみましょう！！ 心温まる野沢温泉村
の人々との触れ合いと、温泉も楽しみの一つです。
  レース勝敗にこだわる本格派はもちろん、トレイルビギナーま
で奮ってのご参加をお待ちしております。

　

　このコーナーでは、平成27年春の北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口の増加と地域経済の活性化を図る
ことを目的に飯山市と観光交流都市協定を締結した都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力を感じていた
だき、足を運んでみてはいかがですか。

第22回戦国のろし祭り　開催
　古く戦国時代、要衡
の地として山城で栄え
た魚津の戦国ロマンあ
ふれるイベントです。
各会場で戦国茶屋がオ
ープンし戦国時代の衣
装に身を包んだ城主や
姫が出迎えます。魚津の歴史と自然を、見て、学べる
楽しい企画盛りだくさんでお待ちしております。
◇開催日　：　平成 25年 5月 26 日（日）
◇会　場　：　松倉城会場：入場門の広場
　　　　　　　升方城会場：魚津もくもくホール
◇お問合わせ　　魚津市商工観光課観光係
　　　　　　　　　☎ 0765-23-1025

魚津市はこんなところです
富山県の東部に位置し、北西には富山湾が広がり、「蜃気楼・
埋没林・ほたるいか」が本市の三大奇観としてよく知られてい
ます。南東部は、最大標高 2,415㍍に達する山岳地帯で、北
アルプスに連なっています。魚津の港は昔から良港として船の
出入りが多く、海底の湧水に育まれ魚の種類も量も豊富で魚津
の名のごとく富山県屈指の漁場として広く知られています。

富山県 魚津市
加賀赤絵展　開催中

　　　　　　　　　　赤を主調とし、緑･紫・青など
　　　　　　　　　 の顔料で上絵付をした九谷焼の
　　　　　　　　　 赤絵（加賀赤絵）を展示します。
　　　　　　　　　　万歴赤絵から現代まで赤絵の
　　　　　　　　　 名品150件を一堂に集めてご紹
　　　　　　　　　 介します。春の小松で赤絵の美
　　　　　　　　　 をお楽しみください。

◇開催日：平成 25年 5月 26 日（日）まで
◇会   場：小松市立博物館・本陣記念美術館
　　　　　錦窯展示館・絵本館ホール 19番館
◇お問合わせ
　　　　　小松市立博物館　☎ 0761-22-0714
　
小松市はこんなところです
石川県西南部に広がる加賀平野の中央に位置し、産業都市とし
て発展し、南加賀の中核を担っています。東には霊峰白山がそ
びえ、その裾野には緑の丘陵地や田園などが広がっています。
江戸時代から受け継がれてきた伝統芸能「曳山子供歌舞伎」。そ
して歌舞伎「勧進帳」の舞台となった「安宅の関」。これらの歴
史と文化を、「歌舞伎のまち・小松」として、未来に守り伝えて
います。

石川県 小松市

　

４
月
26
日
、
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ

な
か
の
で
信
越
9
市
町
村
広
域
観

光
連
携
会
議
の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
会
議
会
長
の
足
立
市
長
は
、

冒
頭
で
、「
信
越
9
市
町
村
が
団

結
し
知
恵
を
出
し
合
え
ば
お
金

を
か
け
な
く
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ

Ｒ
が
で
き
る
」
と
し
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
到
来
を
間
近
に
控

え
、「
2
年
後
、
新
幹
線
飯
山
駅

開
業
後
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ

う
信
越
自
然
郷
を
目
指
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
会
員
約
80
人
が
出

席
し
、
平
成
25
年
度
の
事
業
計

画
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
信
越
自
然
郷
の
魅
力
を

創
り
発
信
し
て
い
く
重
要
な
年
度

で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、「
信

越
自
然
郷
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
運
営
体
制

組
織
の
構
築
、
広
域
観
光
連
携
の

た
め
の
基
盤
整
備
、
自
然
共
生
圏

構
築
へ
の
具
体
的
取
組
み
、
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
５
つ
の
項
目
を
各
部
会
に
よ

「
信
越
自
然
郷
」
の
魅
力
を
創
造
し
発
信
す
る

信
越
9
市
町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
総
会
開
催

り
進
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
重
点
項
目
と
し
て

「
信
越
自
然
郷
」
を
記
事
と
写
真

で
構
成
す
る
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

制
作
や
、
新
幹
線
飯
山
駅
を
起

点
と
し
各
観
光
地
へ
、
ス
ト
レ
ス

の
な
い
交
通
ア
ク
セ
ス
を
検
討･

研
究
す
る
2
次
交
通
対
策
、
来

訪
者
と
エ
リ
ア
を
結
び
、
広
域
旅

行
商
品
の
造
成
や
広
域
観
光
情

報
を
一
元
化
に
発
信
す
る
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
構
築
、
広
域
観
光
案

内
所
機
能
の
検
討
な
ど
を
今
年

度
中
に
具
体
化
す
る
こ
と
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

だき、足を運んでみてはいかがですか。

第22回戦国のろし祭り　開催

観光交流都市情報

　　

お
ト
ク
な
共
通
入
館
券
で
信

州
い
い
や
ま
の

歴
史
や
郷
土
を

知
り
、
地
元
に

ゆ
か
り
の
あ
る

美
術
家
の
作
品

や
、
信
州
の
伝

統
工
芸
品
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
対
象
施
設
】　

伝
統
産
業
会
館
・
飯
山
市
美
術

館
・
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
・
高

橋
ま
ゆ
み
人
形
館

【
販
売
価
格
】　

大
人
９
０
０
円 

子
供
６
０
０
円

※
別
々
に
お
買
い
求
め
に
な
る

よ
り
大
人
だ
と
２
０
０
円
お
得

に
な
り
ま
す
。（
団
体
：
大
人

８
０
０
円 

子
供
４
０
０
円)

【
販
売
場
所
】

４
館
共
通
入
館
券 

対
象
施
設
ほ

か
市
内
観
光
施
設
で
お
買
い
求
め

に
な
れ
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

伝
統
産
業
会
館
☎
62-

４
０
１
９

飯
山
市
美
術
館
☎
62-

１
５
０
１

ふ
る
さ
と
館   

☎
67-

２
０
３
０

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館

　
　
　
　
　
　
☎
67-

０
１
３
９

※
４
館
す
べ
て
ご
入
館
で
人
形
館

の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
!! ４

館
共
通
入
館
券 

　
　
　
販
売
ス
タ
ー
ト

広
告
コ
ー
ナ
ー

　　　　　

市
で
は
民
間
企
業
な
ど
と

の
協
働
に
よ
っ
て
市
の
新
た
な

財
源
を
確
保
し
、
も
っ
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
経
済

の
発
展
を
図
る
た
め
市
報
に

有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

【
広
告
の
掲
載
基
準
】

・
広
報
紙
の
公
共
性
お
よ
び
品

位
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
広

告
と
し
ま
す
。

・
掲
載
は
2
色
刷
（
白
黒
）
紙

面
下
段
掲
載
で
広
告
の
大
き

さ
は
1
枠
、
縦
46
㍉
横
86
㍉
・

掲
載
期
間
は
1
月
単
位
と
し

最
長
6
月
と
し
ま
す
。（
二
枠

一
括
掲
載
可
。）

・
価
格
は
1
枠
あ
た
り
月
額

５
２
５
０
円
で
同
一
内
容
で
6

月
引
き
続
い
て
掲
載
し
、
か
つ

広
告
料
を
一
括
納
入
す
る
場
合

は
1
枠
あ
た
り
２
６
２
５
０
円

と
な
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

飯
山
市
Ｈ
Ｐ
「
各
種
申
請
書

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
の
中
の
広
報

広
告
掲
載
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
校
正
が
完
了
し

た
広
告
原
稿
を
添
え
て
掲
載

を
希
望
す
る
前
月
の
15
日
ま

で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

市
報
有
料
広
告

受
付
開
始

　
庶
務
課 

秘
書
広
報
係 

 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
７

今
月
号
は
サ
ン
プ
ル
で
す

※
先
月
号
2
ペ
ー
ジ
の
「
千
年
の
豊
穣
の
地
に
、
次
世
代
の
夢
の
種
を
播
き
ま

す
。」の
中
で
山
ノ
内
町
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。


